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1　はじめに
華道、もしくは生け花と聞いて、どのような光景を思い浮かべるだろうか。小説やドラ
マ、アニメの中の登場人物であったり、身近な人物であったり、花を生ける人物として女
性を想定する場合が多いのではないか。かつては代表的な「女性の教養」として広く嗜ま
れていた華道だが、現在では敷居の高い、珍しい習い事という見方が大半となっているだ
ろう。「女性の教養」としてのポジティブなイメージは残っていても、気軽に手を出せる
環境ではなくなっている。華道は元来男性の文化だったことを、どれだけの人が認識して
いるだろうか。日本史を学んだ人であれば、「池坊専慶」や「池坊専応」といった生け花
の立役者たちの名前に見覚えがあるかもしれない。成立時まで遡ると、華道は仏花が発展
し武家の支持を得て、男性の文化として花開いたものである。
ではいったい、男性の文化であった華道は何をきっかけとして女性へ開かれ、その後女
性の文化としてのイメージを強めていったのだろうか。またそうして華道が女性のものと
してイメージされるようになっていく中で、仏教に基づいた芸術として確立された「生け
花」が、女性の教養として「華道」と呼ばれていくようになったことには、どのような社
会的背景があったのだろうか。これらの変化の要因として、ひとつには、女子教育への華
道の導入が挙げられ、もうひとつには、生け花諸流派の生け方の変化があると考えられ
る。本稿はこのふたつの論点、特に女子教育と華道に焦点を合わせて、明治期以降女子の
理想像が華道を通してどのように教育の中で方向づけられてきたかについて考察を進め
る。
本稿では、明治期から戦前までの女子教育の普及について「良妻賢母」思想をキーワー
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ドとして分析し、その中で女子教育に道徳教育の教材として華道が取り入れられた経緯を
示す。また、華道のジェンダーが変化した要因は生け方の流行の変化にもあると考え、江
戸末期から明治期にかけての生け花諸流派の動向も探っていく。そして最後に、戦後の女
子教育と華道の流行がどう変化し、現在に至ったのかについて述べる。
2　良妻賢母思想と明治期から戦前までの女子教育の普及
明治維新後の女子教育には、男子とは異なる社会的意義が必要とされた。男子と比べて
家事労働を担わされることが多く、また成長すれば結婚をして家庭に入ることが一般的で
あった女子の就学率は 1872 年の「学制」公布後しばらく伸び悩んだ。とりわけ中等、高
等教育については、そもそも公に、国家の予算を使って教育を施すことそのものが、浪費
ではないかと疑問視されたこともあった。当時、中流階級以上の家庭の娘が家の外に出て
職に就くことなどはほとんど想定されておらず、女子に中等以上の教育を受けさせるとい
う観念が希薄だったためである（斉藤, 2014, 141）。
そのような世相の中、女子教育の普及に最も力を与えたのは「良妻賢母」の思想であ
る。これを唱えた代表的な人物としては西村茂樹や森有礼が挙げられる。西村は儒教思想
に基づく「東洋の女子の養育」が必要だと主張し、「男子婦人性既ニ二種ナレバ、事各々
専属アルベシ。……モシ婦人ヲシテ其居室ノ生涯ヲ止メ、外出シテ他事ノ職務ニ入リタラ
ンニハ、人間社会ニ凶禍ヲ生ズベシ。」と述べて、男女の分業とそれに応じた男女別の教
育が必要だという考えを表している（任, 2016, 227）。
また初代文部大臣である森は、良妻賢母主義の女子教育を強力に推し進めた人物であ
る。彼はその講演の中で、「国家富強の根本は教育に在り。教育の根本は女子教育に在り。
女子教育の挙否は、国家の安危に関係するを忘るべからず」「けだし賢良なる女子に非ざ
れば、賢良なる慈母たるを得ず。而して人の性質を賢愚何れに赴かしむるも、概して慈母
教育の如何に帰す」と述べ、女子教育、とりわけ賢母教育の重要性を主張している（任, 
2016, 233）。
これらの主張が認められていった結果として、家庭の外に出て働く存在だった男性に対
し、女性は家庭で夫を支える妻、あるいは子を育てる母として社会に貢献する存在である
と規定された。その上で、より国を富ませるために女子への教育が必要だとして、1899
年には「高等女学校令」が公布され、男子の中学校に該当する教育機関を高等女学校とし
て明確に認定した。「高等女学校令」を制定した当時の樺山文相は、「賢母良妻タラシムル
ノ素養ヲ為スニ在リ、故ニ優美高尚ノ気風、温良貞淑ノ資性ヲ涵養スルト倶ニ、中人以上
ノ生活ニ必須ナル学術技芸ヲ知得セシメルコトヲ要ス」と述べて良妻賢母思想が女子教育
の基本理念であることを示している（斉藤, 2014, 143）。
 明治期以降の大衆における華道とジェンダーについて 189
家政に優れた妻、教養を備えた母という女性像が広まったことで、女子の中等以上の教
育課程では、筝曲、茶道、華道などといった高度な教養を学科に加える学校も見られた。
1910 年には「実践的良妻賢母」の育成も必要だとして実科高等女学校も開設され、1920
年以降、実科高等女学校を含めた高等女学校の生徒数は中学校の生徒数の増加をさらに上
回るスピードで増え、1925 年には中学校の生徒数に並ぶまでに至った（斉藤, 2014, 142）。
この時代の女子教育は「良妻賢母」の標語なくしては普及し得なかっただろう。しかしそ
れはまた、女性は家事労働を担うものだという役割分担が強固になされていくことにもつ
ながっていたのではないか。
また、明治以前の教育や、明治以降の初等教育においても、女子には家事労働を担う性
としての教育がなされていたと言える。江戸時代中期以降、庶民の教育機関として普及し
ていた寺子屋では、学習者のほぼ四人に一人は女児であったと推定されているほか、都市
部では女師匠もかなり見られたとされており、女子には裁縫、茶道、生け花も教えられた
という（斉藤, 2014, 138）。
明治維新後の 1872 年、体系的な教育法令として学制が公布され、男女の別なく小学校
での教育の機会が与えられたが、女子の就学率は、1890 年頃まで男子の半分ほどだった。
しかし 19 世紀末になると、日清戦争の勝利による国家・国民意識の昂揚、経済の発展、
都市の近代化などを機に女子教育のあり方もまた見直されるようになる。家庭教育におけ
る女性の影響を考慮して女子の就学を奨励するとともに、学級編成を男女別にして女子の
教科に裁縫を加えるなどの措置が取られ、女子の就学率は飛躍的に上昇した（斉藤, 2014, 
139─140）。
3　女子の伝統としての華道の創造
明治以降、女子教育に取り入れられることとなった華道は、元来男性の文化である。先
述の通り、女子教育は「良妻賢母」思想に従って展開され、女子のための学科として取り
入れられたものの中には礼法があった。華道は礼法の一環として組み込まれたもののひと
つである。後述するが江戸以降に流行した生け方が儒教の思想を内包しており、道徳教育
の教材として適していたことが大きな理由として挙げられる（鈴木, 2001a, 67）。
1882 年 3 月に文部省学務局の通牒により「修身和漢文修二図画等」の授業と別に「裁
縫家事経済女礼音楽等」を加えることが女子中等教育に奨励された。官立東京女子師範学
校に同年設置された附属高等女学校の学科過程に「女礼」が置かれ、「女礼」の内容には
華道と茶道が組み込まれていた。一方、関西の公立女学校である「京都府時女学校」では
1876 年から既に「女礼」が設置されており、その教育内容には華道と茶道が含まれてい
た（橘, 2004, 306）。
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このように「女礼」を設置した意図は、附属高等女学校規則の教化に関する教育目標
に、「優良ナル婦女ヲ養成」するため、学科には「修身ノ科」を、そして各学科に「本邦
固有之モノ」を配置することとある。そしてその目的は「優美嫺雅ノ風ヲ涵養」すること
であるとされた。すなわち、華道や茶道が取り入れられた理由には「本邦固有」の伝統的
教育として適当だという見解があったことが推測できる。
この「本邦固有」の「伝統」とは、ホブズボウムがその編著で示しているように、「創
られた」ものであると言えよう。ホブズボウムが『創られた伝統』序論にて、「ここで伝
統の創出と見なされているものは、単に反復を課すことによってということかもしれない
が、過去を参照することによって特徴づけられる形式化と儀礼化の過程のことである」
（ホブズボウム, 1992, 13）と述べているように、近代日本においては多くの伝統が「創出」さ
れ、華道も女子の伝統として創出された。
それに対し、男子の伝統として創られた主要なものとしては「武士道」が挙げられる。
「武士道」という言葉は新渡戸稲造が『武士道』を著す以前にも用いられてはいたものの、
「ある新聞記者が古い用例をいくつか見つけ出したおかげで」全く新しいものを「伝統」
として据えたのではないと示せたという程度の、その当時の人々にはなじみのない言葉で
あった。大政奉還によって武家から天皇の元へ政権が引き渡され、「士道」がもはや過去
の、「衰退」していくものとなっていく時代において、「武士道」という目新しい言葉で
「具体的な所作や物、たとえば武術や、刀や、礼儀作法や、そういったものを超えた抽象
的な理念」へポジティブなイメージを付与し、はては軍事国家体制を支えるイデオロギー
になるまで普及させたのである（鈴木, 2001b, 49）。
そして、「武士道」が当時の日本人の、特に男性の道徳であった一方で、華道は「男性
を陰から支える性としての」女性の道徳・美徳として、武士道と対比させるような形でジ
ェンダーを打ち立て、「女子に学ばせるのにふさわしい伝統文化」になった。華道は、伝
統文化と位置付けられることで、後述するように「男性が確立し流行させてきた文化が、
江戸時代になって女性も嗜むことの出来るものに変容してきた」という状態だったもの
が、女学生たちの間に流行するようになった文化だと言える。
華道や茶道をいち早く教育に取り入れた私立の女学校として知られるのは跡見女学校で
ある。同校では、1875 年の「跡見学校」開校時には既に教授科目として「国学。漢学。
算学。習字。絵画。裁縫。琴曲。挿花。点茶。」の九つが定められており、その後の学則
においても 1892 年、1893 年、1899 年、1901 年、1902 年のものに「挿花」および「生花」
の記述が見られる（植田, 2004, 56─57）。また、跡見学園女子大学花蹊記念資料館の収蔵資料
には、女学生が挿花を習う様子を写した 1915 年頃の写真が存在する1）。
また、華道が女学生たちの間で流行した要因には、それを学ぶことがそのままその女学
生の豊かさを示すステータスとなったことも挙げられる。当時の高等女学校の教科として
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の華道と茶道を論じる人々は、それらを高等女学校の教科に相応しいとする見解と相応し
くないとする見解とに分かれていた。相応しいとする側の論としては、「中等以上即ち上
等社会」に課せられるべき教科である、華道と茶道の精神によって「道徳」を学ぶことが
できる、などといったものがあった。華道と茶道とは「女徳」や「美術の概念」、「精密の
思想」を養う一助になるなどの意見も見られた。また反対の意見としては、華道や茶道を
はじめとする優美な教育は将来の日本社会において女子に必要ではないというものや、官
公立の学校にとって不経済な教科であるといったものがあった（橘, 2004, 306─307）。
その後、1903 年 12 月 25 日「高等女学校に関する通牒」により、華道と茶道を高等女
学校で教授する場合、「土地の状況」で必要だと判断した場合のみ、「正科時間外」に随意
科目または選択科目として設置することとして規定された。加えて、女学生に高度な教授
内容を課すことを禁じ、普通教育に差し支えることがないように教授時間数も制限され
た。こうして華道および茶道は女学生の意志によって選択される学科となった。そして、
華道や茶道といった「不経済な教科」を選択できる、ということでその女学生が「中等以
上即ち上等社会」であるというステータスが明白に示されるようにもなったのである（橘, 
2004, 307）。
4　女子の礼法教育としての「華道」
生け花は「華道」として、元来の仏花としての価値あるいは芸術的な価値に加え、道徳
的な価値を付与された2）。日本の「伝統文化」に「道」のつくものがいくつも存在するこ
とを鑑みると、「華道」という言葉には、道徳的な側面を強調する意図があるのではない
かと考えられる。女子教育に取り入れられる「伝統文化」になったことには、生け花諸流
派の生け方の変化という背景があった。
最古の流派とされている池坊が成立したとき、生け花は男性の、とりわけ僧や武家のも
のであった。時代を下るにつれ女性でも扱うことのできる大きさの生け方、儒教的な思想
を内包した生け方が生まれ、生け花は女性の間でも嗜まれるようになり、生け花もまた女
性を受け入れた。さらに内包された儒教的思想は、「道」としての生け花を支え、華道が
道徳教育の一環として学科に組み込まれる意義のひとつとなった。このような生け花の変
化が、伝統が創出される素地になっていたと考えられる。
以下では、鈴木（2001a）および私自身が生け花を習う中得た経験を基に、生け花の成立
時から簡単に男性の文化が女性に受容されていった要因をたどることとする。
成立時まで遡れば、生け花は仏前に供する花を元としている。17 世紀に池坊二代専好
が確立した「立花」と呼ばれる生け花は細かな規約によって定型化されており、その整っ
た様式美は武家や貴族など特権階級の男性を中心に愛好された。池坊においての立花は、
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花展へ出瓶するような作品となると人の背丈ほどもあろうかという松の枝が好んで使われ
るなど、とても現代のような機材の無い時代に女性が嗜むことができたとは考えにくいも
のである。
華道が安土桃山時代に隆盛を迎え、「前田邸の大砂物」といった大作を武家の支持によ
って作り上げたのと同時期に、茶の湯もまた文化として花開いていた。その茶の湯の席に
も花が生けられており、茶の湯の花はそれ独自の規約を持っていた。花材の選択や取り合
わせの決まり事を守れば、生け方には決まりがないのが茶席の花であり、この花は後に単
独で鑑賞されるようになり、生け花界においては「抛入花」と呼ばれた。制約をほとんど
持たない抛入花は主に町人の間で流行した（鈴木, 2001a, 60）。立花、および茶の湯の花は、
男性社会の中で生み出され、流行した生け方である。
生け花が女性に普及されていった大きな要因として、生花と盛り花の登場が挙げられ
る。後述のようにこれらの生け方は立花に比べて単純であり、作品の大きさも女性が無理
なく扱える程度になっていた。加えて、生花は床の間に飾る場合が多く家庭でも楽しめた
こと、盛り花は様々な色彩の花を使うことのできる華やかさが、それぞれ女性が華道を嗜
む一助となっただろう。これらの生け方が確立したのは江戸時代、18 世紀後半から 19 世
紀初頭にかけて、生け花の諸流派が次々に生まれたことがきっかけであったと考えられ
る。
1816 年に創流された未生流は、七格、または九格の役枝が定められていた立花を三格
にまで単純化して、これを「生
せい
花
か
」と呼んだ。複雑な役枝を持ち、仏教や陰陽五行に親し
かった立花に比べ、簡易で、儒教の思想と親和し、床の間などに飾るのに適していた生花
は、江戸幕府が根本思想に儒教（朱子学）を採用したこともあって為政者にも町人にも浸
透し、江戸時代末期まで流行した（鈴木, 2001a, 60─62）。
筑波大学附属図書館特別展『明治時代に礼法はいかにして伝えられたか─出版メディア
を中心に─』では、1888 年に浮世絵師東洲勝月によって描かれた『教育女礼式之図』を
示してその頃の女性の習い事の例としているが、その中に生け花を嗜む女性も描かれてい
る。実際にこのように生けられていたかは定かでないが、その絵を見る限りでは女性は生
花を生けているようである。また 1889 年豊原国周による『婦女礼式図会』にも花を生け
る女性が描かれているが、こちらもおそらくは生花、もしくは抛入花であろう。このよう
に、生花及び抛入花は、女性の間にも広まったと考えることができる。
明治維新によってそれまでの特権階級は力を失い、それに伴って支持者を失った生け花
の各流派は勢いを落とした。そんな中、1894 年頃に新しい生け花を考案したのが小原雲
心である。雲心は、水盤と呼ばれる挿し口の広い花器へ、従来の生け花より多数の花材を
自由な長さと傾斜角度で挿す盛花を考案した。立花や生花が持っていた宗教的思想や生け
方の規約を廃し、様々な花材に奥行を持たせながら水盤に盛ることで植物そのものの色彩
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や形の美しさを工夫して見せる盛花は、明治以降の大衆化する社会の中に巧みに受容され
ていった。様々な色形の花を自由に生けることができ、当時出回り始めた洋花も使用可能
と、大衆の流行に近い要素を持っていたことが理由の一部であろう（鈴木, 2001a, 64─66）。
1899 年に発布された「女高等女学校ノ学科及其規程度ニ関スル規則」によると、修
身・作法教育として取り入れられたのは儒教的価値観を内包する生花であったようだ（鈴
木, 2001a, 67）。先述の跡見学園女子大学花蹊記念資料館収蔵資料の写真で女学生たちが習
図 1　教育女礼式之図
出所：筑波大学附属図書館（2012）『明治時代に礼法はいかにして伝えられたか─出版メディアを中心に─』
図 2　婦女礼式図会
出所：筑波大学附属図書館（2012）『明治時代に礼法はいかにして伝えられたか─出版メディアを中心に─』
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っている生け花はおそらく生花である。しかし、その後前項にあったように正科時間外の
選択科目となった生け花には、仮に修身的な内容が必須でなくなったならば、教授内容の
易しい盛花がより適していたのではないかとも考えられる。1908 年の『都新聞』には
「挿花の大流行」という題で「各女学校にても正課には加へざれど世間の要求は拒み難く
何れも随意科として挿花の一科」を設けていると報じられている（橘, 2004, 307）。「挿花」
がどの生け方を指すのかは不明であるが、抛入花、生花、盛花の登場が、華道を「男性の
芸術」から「女性に人気の習い事」に変化させていったと考えられるだろう。
5　戦後の女子教育と華道
これまで述べてきたように、明治から戦前までの女子教育の中で華道は女子の教養とし
て普及していった。しかし戦後の学制改革で男女の教育内容は平準化され、女子教育及び
その学科としての華道は廃されていくこととなる。では華道はどのようにして、今日まで
「女性の教養」としての地位を保ち続けたのだろうか。
第二次世界大戦後、1945 年 12 月 4 日に日本政府の閣議諒解として採択された「女子教
育刷新要項」には、「男女間ニ於ケル教育ノ機会均等及教育内容ノ平準化並ニ男女ノ相互
尊重ノ風ヲ促進スルコトヲ目途トシテ女子教育ノ刷新ヲ図ラントス」とある。連合国軍総
司令部（GHQ）の派遣した米国教育使節団報告書はこの政府方針を追認し、「日本の青年
男女は、その能力に基づいてあらゆるレベルの高度の学習に近づく自由をもつべきであ
る。」「高等教育機関で学ぶ自由は、今や高度の学習への準備ができるに至った全ての女性
に対して、即刻与えられるべきである」とした。これに基づき、戦後の学校体系は六・
三・三・四制に転換され、また高等教育を含めたすべての学校段階での男女共学の原則が
確立された（斉藤, 2014, 145─146）。
男女が平等に教育を受けることができるように日本の教育制度が大きく改革されていく
中で、「女子の教養」であった華道が学科過程から外されていくのは当然ともいえる流れ
であっただろう。戦後の教育改革は「女子が男子と等しい教育を受けられるようにする」
ものであり、戦前の良妻賢母思想に基づく女子教育は、特に公立の学校からは廃止されて
いった。
その中で、学校教育としての華道は、部活動として形を変えて留まったと考えられる。
戦後の高度経済成長によって華道や茶道は「中流階級にも手の届く習い事」となり、上流
階級のステータスにあこがれを持っていた当時の女子学生たちに広く嗜まれることとなっ
たのではないだろうか。「お見合い」での台詞のテンプレートとして「ご趣味は？」「お茶
とお花を少々……」というものがあるが、このイメージが定着したのはそれだけ華道が一
般的な習い事になったことの表れだろう。戦前に創られた、華道に対する「上流階級の女
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性が嗜む教養」というイメージが、戦後の華道の隆盛を支えたと言える。
また、「良妻賢母」思想による教育を残した女子の高等教育機関として、特筆するべき
は短期大学の存在であろう。大学への昇格の準備が遅れた高等教育機関の救済措置として
「当分の間」2 年間の課程を提供する教育機関として認められたものであるが、進学が比
較的容易で、在学コストも四年制大学に比べ少なく済むという特徴から、卒業後の進路な
どに不安を持つ女子学生およびその保護者から人気を集めた。これを受けて、1964 年に
は学校教育法の条文が一部改正され、暫定的措置とされていた短期大学は一つの独立した
高等教育類型として認められることとなる（斉藤, 2014, 146）。
短期大学は、女性社員の「寿退社」が当然とされていた時代の女子教育の受け皿とし
て、一般教養や家政学を主に提供することでそのニーズに応えた。女性が専業主婦として
家庭に入ることを求める声が大きかった時代において、戦前の「良妻賢母」思想による女
子教育観は影響力を持ち続けたと言える。
すなわち、戦後の教育改革により、高等学校の過程までは女子と男子の教育はほぼ平等
になったと考えられるものの、大学及び短期大学の過程においては家事労働を担う性とし
ての女性を対象とした良妻賢母思想に基づく教育が一定の力を持ち続けていたと考えられ
る。そしてその中で、華道は「女性の教養」として中流家庭にまで広く普及し、華道とい
う文化のジェンダーをますます決定的なものとしたのである。
6　おわりに
1985 年に制定された男女雇用機会均等法、1999 年制定の男女共同参画社会基本法など
によって女性の社会進出が後押しされた結果、四年制大学に進学する女性が増え、「家庭
での労働を担うための教育」が学校で行われることは少なくなった（斉藤, 2014, 146）。性別
による仕事と家事の分業が今なお人々の間に受け入れられているように、「良妻賢母」思
想は、未だ影響力を完全に失ってはいないが、学校教育の場面においては男女がほぼ平等
に扱われるようになったと考えることは可能だろう。
しかしながら、女子教育普及の過程で浸透した「華道は女性のやるものだ」というジェ
ンダー化された文化は、現在も変わっていない。さらに学校教育や部活動などを通して広
く触れられていた時代と比べ、華道の門戸は狭くなり敷居は高くなり、明治以降普及した
イメージの通りの「上流社会の女性が嗜む芸事」になってきてしまっているのが現状であ
る。
華道を今後も大衆の中に残していくべきだと考えるのであれば、生け花諸流派、もしく
は文化庁などしかるべき公的機関から、華道のジェンダーを女性に限定せず、男性にもそ
の魅力をアピールしていく動きが必要なのではないだろうか。
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注
  1） 跡見学園（2000）『写真で見る　跡見学園の歩み』39 項。  
　写真では、袴に日本髪の女学生たちが 10 人ほど、並んで花を生ける様子が写されている。寸胴と
呼ばれる種類の竹の花器を使用しており、三つの役枝が見えることから、生花を生けているのではな
いかと推測できる。  
　なお、これらの資料の提供に際しては、跡見学園女子大学花蹊記念資料館の中出ひとみ主任に多大
なご協力を賜りました。ここに感謝の意を表します。
  2） 現在においても、池坊・草月・小原など生け花諸流派は「いけばな家元」を名乗る。第 4 節では、
諸流派の生け方の変化など、芸術としての生け花について述べる際は「生け花」、道徳や礼法の教材
としての生け花について述べる際は「華道」と記述している。
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